
部 局 長 会 議 議 事 要 旨

日 時 平成１６年９月１５日(水) 午後２時４６分～４時１６分

場 所 事務局３０１会議室

出席者 宮原総長、

鈴木(理事)、鷲田(理事)、馬越(理事)、馬場(理事)、仁科(理事)、

北見(理事)、

柏木(文)、小泉(人)、永谷(経)、小谷(理)、浜田(歯)、山元(薬)、

豊田(工)、西田(基)、木村(言院)、髙阪(国)、西尾(情)、

平野(生)、木下(微)、川合(産)、阿久津(蛋)、常木(社)、

野城(接)、荻原(医病)、惠比須(歯病)、中村(図)、金崎(言)、

佐藤(健)、井澤(レ)、辻(留)、高杉(大)、岸野(サ)

の各部局長

欠席者 橋本(理事)、山西(医)、吉本(高)、土岐(核)

竹中(法)、江口(博)代 理 出 席 者

○ 前回議事要旨（案）の確認

前回（７月２１日）の議事要旨（案）について、特に意見等があれば９月１７日

(金)までに総務部総務課へ提出の上、確定することとした。（なお、同日までに意

見の提出はなく、原案のとおり確定した。）

議 事

１ 第 ４ ３ 回 全 国 七 大 学 総 合 体 育 大 会 に つ い て

総長から、本学は総合第５位であったこと、及び各種目の成績は配付資料のとおりで

あったことの報告があった。

２ 第 ４ ２ 回 近 畿 地 区 国 立 大 学 体 育 大 会 に つ い て

総長から、本学は男子が総合第３位、女子が総合第４位であったこと、及び各種目の

成績は配付資料のとおりであったことの報告があった。

３ 医 学 部 附 属 病 院 の 経 営 改 革 の 検 討 に つ い て

鈴木副学長から、配付資料のとおり経営改革ワーキンググループを設置したこと、及

び今後の検討課題(案)について説明があった。



４ 大 学 留 保 ポ ス ト に よ る 医 学 部 附 属 病 院 麻 酔 科 教 員 の 増 員 に つ い て

鈴木副学長から、配付資料に基づき医学部附属病院麻酔科への助手２名の増員措置に

ついて説明があり、異議なく了承された。

５ 中 期 計 画 期 間 に お け る 評 価 関 連 作 業 の ロ ー ド マ ッ プ に つ い て

馬場副学長から、配付資料に基づき作業内容及びスケジュールの概要について説明が

あった後、各部局長に対して教員基礎データの更新について要請があった。

６ 科 学 研 究 費 補 助 金 取 扱 要 項 に つ い て

馬越副学長から、配付資料のとおり取扱要項を定めたことについて報告があった。

７ 科 学 研 究 費 補 助 金 の 応 募 資 格 に つ い て

馬越副学長から、平成１７年度から応募要件が変更されることに伴い、研究推進室会

議において、配付資料のとおり本学としての応募資格を申し合わせたことについて報告

があった。

８ 科 学 研 究 費 補 助 金 研 究 計 画 調 書 等 の 点 検 方 法 に つ い て

馬越副学長から、配付資料に基づき平成１７年度からの点検作業の変更内容について

説明があった。

９ 平 成 １ ６ 年 度 社 会 人 再 教 育 プ ロ グ ラ ム 「 ナ ノ 高 度 学 際 教 育 研 究 訓 練 プ ロ グ ラ ム 」 募 集

要 項 に つ い て

馬越副学長から、配付資料に基づき募集要項の概要について説明があった。

10 保 育 所 問 題 検 討 グ ル ー プ 会 議 の 提 言 に つ い て

辻保育所問題検討グループ会議委員長から、今後の保育施設の在り方等に関して、配

付資料のとおり同会議の提言としてとりまとめたことについて報告があった。

11 平 成 １ ７ 年 度 の 教 員 ポ ス ト の 運 用 方 法 に つ い て

北見事務局長から、配付資料に基づき説明があり、異議なく了承された。

12 今 後 の 超 過 勤 務 に 関 す る 考 え 方 に つ い て

北見事務局長から、本学における超過勤務に関する検討状況及び削減に向けた取組み

状況について説明があり、各部局に対して超過勤務削減を推進することについて要請が

あった。

(以 上)


